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※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　以上のように本市の下水道事業は、財政面においては
「繰入金」という外部要因に大きく左右される状況下に
あるなか、管渠等の構築物をはじめとする下水道資産
が、順次、耐用年数を向かえる時期が近づいています。
　節水技術等の高まりによる「水需要」の減少により、
下水道使用料収入の先行きも不透明であり、今後「下水
道ビジョン」に基づく事業が計画どおりに実施できるよ
う、下水道事業経営の抜本的見直しや繰入金収入のルー
ル化・平準化に努めていく必要に迫られています。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　本市の公共下水道事業は昭和48年に事業認可を受け、整備
に着手し、昭和56年から、順次、供用開始しております。
　下水道施設の標準耐用年数は、適切に管理されている場合
で、管渠、ポンプ場及び建築構造物が50年、機械、電気設備
が15年から20年といわれており、初期の整備から既に49年が
経過しております。
　平成27、28年度にかけて老朽化が進んだマンホール蓋の交
換工事を行っておりますが、今後は策定予定である「下水道
ビジョン」において、下水道の現状と社会情勢の変化を踏ま
えた長期的な更新計画及びそれに基づいた更新工事が必要と
考えております。
　分析結果のうち、①有形固定資産減価償却率については、
企業会計移行初年度で、減価償却費も１年度分の数値を基に
算定されているため、今後、減価償却を重ねていくことによ
り上昇していきます。
　②管渠老朽化率については、最古の管渠の経過年数が４９
年のため、５０年を迎える次年度以降から数値化されます。
　③管渠改善率については、「老朽」を理由とした更新の事
例が無いため、数値化しておりません。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　志木市下水道事業は、平成２６年度から地方公営企業法
を適用すると同時に地方公営企業会計へ移行しました。
　下水道事業は、使用料収入以外に主要な自主財源を持た
ないため、会計の運営は、一般会計からのいわゆる繰入金
に頼るところが大きく、市の財政方針や状況に影響を受け
やすい特徴があります。
　経営分析結果のうち、①経常収支比率及び③流動比率
は、予算編成の段階で、収益的収支予算が均衡になるよう
に調整されているので、今後、ほぼ一定化すると思われま
す。
　また、全国平均等と大きく乖離している、④企業債残高
対事業規模比率は、将来的な元金償還の一般会計負担分の
見込額大きいため、数値を下げています。これに加え、利
息分についても同様に一般会計の負担を見込こんでいま
す。これらの数値については、市の財政状況により、今
後、大きく変動する可能性があります。
　⑤経費回収率については、未収金対策の成果により下水
道使用料の収納率が高いため、平均値を上回る結果となり
ましたが、収納率は今後、頭打ちが予想される一方、経費
である汚水処理費は算定方法の変更や物価変動により、費
用の上昇が見込まれるため、回収率は緩やかに低下してい
くと考えられます。
　このことは、⑥汚水処理原価についても同様であり、汚
水処理費の上昇により原価が上昇し下水道使用料単価との
差が広がり、いわゆる「逆ざや」が大きくなることになり
ます。
　⑧水洗化率については、下水道使用料収入に直結するも
のでもあるため、収入の安定化ためにも引き続き下水道接
続の数、率の上昇のための対策を検討していきます。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

【107.74】 【4.71】 【56.46】 【776.35】 

【94.57】 【60.35】 【142.28】 【96.57】 

【36.27】 【4.35】 【0.17】 


